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∋事面ぽ邸運含当初フ聾の概要

■年E色些冗当型母宴コ蟹0理旦じ
●平成14年度から行つてきた雲南末来憎物館整価事業が16年度で旧町村すべてのコンテンツ楚

崎か完了したため

0平 成 12年度から実施してきた光ファイ′(―整備事業が市町荷合併に伴うI事 も終了したので

介護保険特別会計へ事嘉を移首したため.

0日]村合併により執行部 議員減によじ軒酬等か減となつたため

テレビ番組 「発見1まること興出郵 の政映   ………………………………10500千 円

旬月1回広島県内において30分番組を破限し 雲南lLttの極力を紹介します

奥出雲日帰 り,(スツアー……2100千 円

雲南地域への誘客を図るため 広島地域から
のパスツアーを実施します.

雲南物産展…… …… ……… 3944千 円

雲南物産展を広島市てP3催し 雲南地域の特
産品販売と観光等の情岸R売信を行います.

島根=1るさとフェア……… -1130千 円

広島市で島根県全市印]村が集まリフェアを開
催します.

雲南地域】―タルサイト整備事業 314]千 円

雲南地域の翠光恰軒や崎産品情報を発信する
ホーム本一ジを整備します
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印 丑勇壇重の理由に
●保険浦付費が前年度に比べて309595千 円 (前年度比 i055%)増 加したため。

鋤 取
●介護保険橋付衰に充てるための結付賢準備基金 (貯金)あち 47108千 円を繰り入れます。そ

れても不足する場合は 島根県が設けている介n4P険財政安定化基金より63360千 円の範囲

内で広域連合債として信り入れます

オ拳 捷 香華 草
―‐=‐ ,ユ 42C予 円

認定の講査費 主冶医意見書の作成料 舘足
審査会の実施に必要な費用です

介護保険制度の仕組みやサービスの利用促進
などのお知らせに必要な費用です

車業計回要霞会買■・………4717予円

介護保険の実髄状況を点検じ 必要な対策を
検討する審議会の運営に必要な費用です ウ
年日 よ介撤景険事業計国の見直しも行います

介惑煉 防軽建華ヨ舞 葦 ……12● 14Sa■ 円

介護保険の管理連宮を行うための事務に必要
な費用です
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年間保険料額を年6回 に分け倉す月に 1日 すつ細付していたにさますか 該当する所得段

暗は前年の所得により住民税が確定してから決定しますので

禁1期 (4月)第 2期 (6月)第 3朗 (3月)の 間は 仮

の金振て細付していただきます 仮の金額はII年度の所得取

階を考考に決定しております なお 第4剤 (10月 )以 降

については 確定した保険ll標から仮徴収額をとし5い た額

を納ヽしていたたきます。 (確定した標険料額は9月中旬に

|■■定聞1占追打|十Jを 送イ1します )

;予,|:|!印「静?ヨ京「

特別徴収の方は 16年 2月に天ヨきされた金額をlF H収題として売1期 (4月) 第2朗 (6

日)筆 3朗 (3月)と 天]き されます  「F街 !P開始迂知こJを 4月 中旬に送付しました

16年 度の所得段階 第1段陶の方 第2段階の方 第3段噂の方 第4段 階の方 第5段階の方

期別仮徴t75 2800円 4600円 6 3 0 0円 80 0 0口 98 0 0円

…Ⅲ■■ | ―十■ :■ ■=|■ ‐ i■ !  !|■ ■|‐ ■| |・ ■ _■ ‐i!

月2芭域にに8冨様政撃におうn3方n仮徴収占ム̀蛍軒|

65歳 二J達後の納朗において 五 1段階に該当する方を除き1期あたり6300円 を

仮徴収額として納市していたたさます

第4期 (10月 )以 隼については 確定した所得捜階の保険料頚から仮徴収の合計

を亡しヨいた頷を網何していたにきます

なお 65歳 にならllた年は年主わ`ら天ヨさ (特,J徴収)す ることができませんの

でこ注意くださし卜 笠年の10月 までは日座からの弓きたとしか納lt書によつて納付

していただきます

来年金の種類や受僑額などによつても天]き できない場合があります.
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ｆ吾雇圭 iS耳
16年度の所得段階をもとにrl下の金額をそれぞll算]期

(3月)に 納付していたにきます



市町の担当妻に介護所定中語(本人又はまま等)や お)

X必 筆合線:中詰言 介護F峡 証

介憩保険ヨ定の富査て =「 訪lel詞全Jと 「医師の

言,吉 Jお "`要 になります

介軸 増専門■キ/1 ttlelし刊 j IIW J FIH ～合

排世 つ1仁類 ヨ知 行動よ況 医々受誇 lr況等生

活動十落 どを調査します なお コ立17字 月より

雪高広域連合では介憲ヨ定コ=に ついて介護するヨ

lrの方々よらの套マに喜tjいて ほ域凛合に所属ヨ

る3も,毎 月夕3日PEロエ調菖に出かけることとし

ヨ市広,EtttrH日のサービス打売に耳います

),り つけの医師に心身の陣宮のⅢ

国にrrつている張Frゃ自幅に関する言

見 底,rl jrJ管理の必要性rrどを言い

ても5t まヽす これについては害高広

切連合より直接医師にな預しますので

臼どしてFく 必要はう0ま せヽ

保狸 底濠 lHllなどの専PJまで5大程度で構成

介置の手間の質合いで6段 悟に分けら■ 介謹促臣

て記められる利用康官額は介惹官によ,て まいます

テ介詢宝 三特lFに額事の設定

(■語わら30日 程度で脩具を■目て通知)

L

▽
雲介謹賞 利用でせる,一ビス 1

―  Eに きり〔ど●といよう 支眠(りAビ リ川 必要

心身〕犬憾例

…  ■ち上わる 歩くなどの菫=動 作/1不草定

…  を日 日付生活の一部ヌは全破に介助 ■守0が必要  リ

…  行日 全面的なオ助 あるt WilT,JrJ配にや見iりお必寧 )

…  ロカての自事 首;の [と もてさにくい        )

X上 記望介麓認定に不暇のある場合には 島根県に設置されている怖 剖R険霞査会jへ不掲R雷査の

中し立てができます

設定されなかつた百齢者ても 地虹によつては市町村独自のサービスを受けられる場合もあります

韓
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挙夏まつり示来

示名(元URパス様盛車場)

I砂わ的‐を鮮やbⅢ3レ3臨原この段境

囲bだく静 ″〕檀し晦 Шヽお こ店

す夏勢 実行景8会 事務局

TEL 0354-72-0907

おやこ眼踊
『ジャンピングラビットロ」

雪南市加茂文化ホールラメール

りヽさなお,さ まおら

大人まで革しめる

人形抑 全壊=い た

使つたmaを ,サを

rr藻しみに!

1745「 g塩

ie 00岡 IH

痢 ‖読る |ル ウI切 り

が飛じまう最適の時期に

観使′的 します

ま加氏:大大700円

小中学生500円

幼,蕉 lH

所柳 ら,リ コ・末期のⅢ市の名騎て

多数 rt本 ントて賑わいます

硬神率大会

神楽の宿(大東町須買)

■事高市加茂文化ホール,メ ール

TEビ0854-40-日 500

赤"‖きたる観黄パス運行

ほたる公固他ホタル生目地

■半=ま つう実行=R=

TCし0054-76-2118

柏勤 宿を質台に

霞■て0想 的なれ

車の舞た夜j更 サ

るまて■覆します

■お瀬地区塩築会

てお翔彗車主壱セン

ター内)

TEビ 0354432705

t拒 花火`ど 本次を

ヽまする=駒

■赦 町田翔協会

TEし

0654-40-1002 三刀屋天満宮

■痢 |またる保子会(六東町観光協全内)

TCL 0354-43-2505

三刀E天 摘宮の伸ヨが行わ■ 花火ホ■ホ

リ夜店,立 ち並 娠bい ます

■三コ屋町観光協会

TCL 065443こ 113

ステー lベントのユ ″(す―も同任さ■

ています 遍東にあわせて手Ⅲりのヨ卓り

もこほ薦くたさい

■桐震まつ0実 行雲員会

TEビ Oe54-75-0105

脱火神社三十三機諄

加茂中(連坦地)

東三瓶フラワーパレー

第14回 ポピー察

志津見地内イベント会場

E力 よ取地に加を一か戦 やかに咲ご広がる

中 難 譲 め 範 助 動 kさ '正 す

■東=瓶 ,ラ ワー′(レーメビー募東i震 民

全(甑再町磁募企画硬内)

TEビ 0954-ア 0-2を 14

脱火神社の神ヨ

が行われ 夜店

が廊やあHこ立う

並びます

★加茂町南I奎

とんばらふる里ヨ黛り

頓原庁舎前駐車場

きすき臣まつり

鍋 ヨ川河川敷ほか

三刀屋天摘富夏の例景

温泉まつり

国民宿合済嵐荘

TEビ 0954-49-7227

鞠
れ



船透山宣掲採

給通山

八重病まつり

A重 滝駐車場

大目豪君祭り

製出雲町大呂

Aに 大妊りに"

出たといわれる天

整雪剣 (7メツムラ

クモンソル■)の出

原を記怠する章ヨ

■崎通山コ=硬 を

,る =

当8ま 和草の“ ヤマ

メや=ブ マスのうか

,取 0や 地立に■の

出醍 に前 詢 ■5,

す雪再市H合

粧台セン'一

T〔tO●F4-●3-000D

3月 24コ の夕■■わら開始卸 卓々な出

車 てたし)が察り=盛 ,■ します FB明を使

用したライトアッフ■ど喜彊を回情力擦り

五レられます

TEビ 0354-5e-2074

AUGUST    葉 月

回 四 囚 函 亘 ■ 回

1 2  3  4  5  6  7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 13 1920 21

22 23 24 2Fj 26 27 2●

29303,

テ■神車や地望の方々の歌や瞬りて雲め

frOと 言様 叫 ます

■夕(神●るさとヨ景り
~I章

月=
TCし 0054-7● -0536

子供を■心に12自

のt夕 行列が町内連

担地を練りす(43C

初  [筋 をある察り

■大草七夕兵猥■会

(4F町 観■協会内)

日本の寝百まにも壇 ま

■ている憶臨,滝 で

潟園りのな国のほか地

域=Fの 出店なども

行わ■ます

=宮 高市」台

結合センター

TEL 0354-62-D000

■医出雪町闘I観 比震

TEし 0654-52-2670

三成霊宕霞

奥出雲町=成

古くから大躍席レ0伸 として■敬され 空

高目指の単卓0として神草 t韓 加 花火

霞おrfどで扇ゎぃます 幻リー夜娯力■そ

てす〒いたちによる神車が虹を練,どこ 営壮

Ⅲ掛台大鼓j露 =脂 bお 道には詢=が軒

をつうねます

す雪再市打さ鷲台センクー

TEビ 0354-S2-0● 00

す輿uE町 高I観 ■譲

TEビ 0954-52-2579TEL OB54-49-2505

儀軸瞳鋤 筑ゆるのタド 程催開 日

7月～某年3月までの第2土曜日

雲高市大東町 古代鉄激揺館 午後8情から

金船塩のま整をまとい 要■はを重な豪芸に線

られて票います そのり,は 観ををヨtつ すて使

しまtjん

4社 中が研出を統 とめ演目をな国します

演目 i「窮ノⅢ大蛇追おJを自0募 目

料金 1再fltttL500動 中ヽ学生200円

フ, 9日 山こ寺本郷神某社中

B月 〕e日 に世1,本社中

9月 10日 山王寺和撃神楽社中

〕0月 3日 小河内神栞社中

11月 12日 山工寺本郷神皐社中

〕2月 10日 に世紳採柱中

1月14日 山工寺和野神牟社中

2月 11日 山I寺 本幻神採社中

3月 11日 佐世神葉社中

鋳
卸 S●

続頭ヶ通滝祭り

籠藤ヶ滝

Attrsるさと夏需う

さつさ会館駐輯

掛書恵比寿まつり

掛合地内

大東七夕察

大東町連坦地
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